
地域生活への参画の試み

地域密着型を存在理由の1つとしている国際経営研究所として2010(H22)年度、2011(H23)

年度に神奈川大学から特別予算を受け下記のプロジェクトを実施した。

事業計画：全員参加型の地域経営の実現をめざして

略称：草の根リーダーの醸成

当該計画については国経研だよりNo.25(2014/04/01)２面にて概要を紹介している。

また、2012(H24)年度も引き続き活動を行った。この計画であるが、

Ａ. 地域青少年から街づくりの提案を募る「 」ジュニアボード構想

Ｂ. 地域市民からの相談、提案を受ける「 」地域コンシェルジェ構想

がプロジェクトの２本柱であり、下記のような成果を得た。

ジュニアボード構想Ａ．

第１回「 」 ：2010.8・ わたしたちの提案 作文募集

応 募：172件（小152 中8 高12）

表 彰 式：2010.11.20(土) 於 平塚商工会議所

第２回「 」 ：2011.8・ わたしたちの提案 作文募集

応 募：84件（小64 中8 高1）

表 彰 式：2011.11.12(土) 於 平塚商工会議所

2011.11.12(土) 於 平塚商工会議所・研究所主催シンポジウム

「地域企業－住民－子供たち－大学を結ぶ集合知の試み」

第Ⅰ部 表彰式

< >第Ⅱ部 講演・シンポジウム モノづくり、コトづくり、そして智慧興し

海老澤教授主宰の「Salon de WINE」メンバー協力｡表彰式会場で開催

第３回「 」 ：2012.8・ わたしたちの提案 作文募集

応 募：47件（小3 中44）

表 彰 式：2012.11.10 (土) 於 平塚商工会議所

2012.11.10 (土) 於 平塚商工会議所・研究所主催シンポジウム

「地域経営の推進力（エンジン）を目指して－市民一人ひとりの役割－」

第Ⅰ部 シンポジウム／第Ⅱ部 表彰式／第Ⅲ部 パネルディスカッション

地域コンシェルジェ構想B.

アンケート実施 （2010度＝154件 2011度＝203件）・

“日ごろ困っていること”への自由記述形式でのアンケート回答を求めた。

アンケートに寄せられた多様な問題を整理してまとめた。
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